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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部の走査信号線が複数本ずつグループとされるとともに各グループが順に選択され
、選択されたグループに属する走査信号線が順次水平走査されるのに対応して順次同極性
の信号電位がデータ信号線に供給される液晶表示装置であって、
　前後して選択される前グループと後グループとで上記信号電位の極性が反転するととも
に、前グループの最後の水平走査に対応する水平走査期間と後グループでの最初の水平走
査に対応する水平走査期間との間にダミー走査期間が挿入され、
　該ダミー走査期間に、前グループよりも後に選択されるグループに属する走査信号線が
ダミー走査されることによって該走査信号線が所定期間アクティブとされた後に非アクテ
ィブ化され、
　表示部内の所定の走査信号線を数えはじめの１番目の走査信号線とした場合に、上記前
グループおよび後グループの一方には奇数番目の走査信号線のみが含まれ、他方には偶数
番目の走査信号線のみが含まれることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　表示部における上記所定の走査信号線以降の領域を走査信号線に平行な複数の境界によ
ってブロック化し、上記所定の走査信号線を含む、一方端にあたるブロックを最上流ブロ
ック、他方端にあたるブロックを最下流ブロックとした場合に、
　最初に選択されるグループは最上流ブロックに含まれる奇数番目の走査信号線で構成さ
れるか、あるいは最上流ブロックに含まれる偶数番目の走査信号線で構成され、
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　最後に選択されるグループは最下流ブロックに含まれる奇数番目の走査信号線で構成さ
れるか、あるいは最下流ブロックに含まれる偶数番目の走査信号線で構成され、
　その他のグループは、隣り合う２つのブロックに含まれる偶数番目の走査信号線で構成
されるか、あるいは隣り合う２つのブロックに含まれる奇数番目の走査信号線で構成され
るとともに、上流側のグループから順に選択されることを特徴とする請求項１に記載の液
晶表示装置。
【請求項３】
　表示部における上記所定の走査信号線以降の領域を走査信号線に平行な複数の境界によ
ってブロック化し、上記所定の走査信号線を含む、一方端にあたるブロックを最上流ブロ
ック、他方端にあたるブロックを最下流ブロックとした場合に、
　各ブロックに含まれる奇数番目の走査信号線を前グループとするとともに偶数番目の走
査信号線を後グループとして最上流ブロックに含まれるグループから順に最下流ブロック
に含まれるグループまで選択されるか、あるいは各ブロックに含まれる偶数番目の走査信
号線を前グループとするとともに奇数番目の走査信号線を後グループとして最上流ブロッ
クに含まれるグループから順に最下流ブロックに含まれるグループまで選択されることを
特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　表示部の走査信号線が複数本ずつグループとされるとともに各グループが順に選択され
、選択されたグループに属する走査信号線が順次水平走査されるのに対応して順次同極性
の信号電位がデータ信号線に供給される液晶表示装置であって、
　前後して選択される前グループと後グループとで上記信号電位の極性が反転するととも
に、前グループの最後の水平走査に対応する水平走査期間と後グループでの最初の水平走
査に対応する水平走査期間との間にダミー走査期間が挿入され、
　該ダミー走査期間に、前グループよりも後に選択されるグループに属する走査信号線が
ダミー走査されることによって該走査信号線が所定期間アクティブとされた後に非アクテ
ィブ化され、
　表示部における所定の走査信号線以降の領域を走査信号線に平行な複数の境界によって
ブロック化し、上記所定の走査信号線を含む、一方端にあたるブロックを最上流ブロック
、他方端にあたるブロックを最下流ブロックとした場合に、
　各ブロックに含まれる走査信号線がグループ化され、最上流ブロックのグループから順
に最下流ブロックのグループまで選択されることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　ダミー走査期間は、一水平走査期間に等しいか、あるいは一水平走査期間よりも長いこ
とを特徴とする請求項１または４記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、データ信号線に供給する信号電位の極性を複数水平走査期間ごとに反転させ
る駆動（ブロック反転駆動）に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、高精細、薄型、軽量および低消費電力等の優れた特長を有し、近年そ
の市場規模が急速に拡大している。この液晶表示装置においては、データ信号線に供給す
る信号電位の極性を一水平走査期間ごとに反転させるドット反転駆動が広く採用されてき
た。しかしながら、ドット反転駆動ではデータ信号線の極性反転周波数が高くなって画素
充電率の低下や消費電力増大といった問題があることから、例えば特許文献１に記載のよ
うに、データ信号線に供給する信号電位の極性を複数水平走査期間ごとに反転させるブロ
ック反転駆動が提案されている。このブロック反転駆動では、ドット反転駆動に比べて画
素充電率の向上や消費電力および発熱量の抑制を図ることができる。
【０００３】
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　ここで特許文献１には、図３５に示すように、ブロック反転駆動における極性反転直後
にダミー走査期間を挿入する構成が開示されている。この構成によれば、極性反転直後に
あたるデータ（ｎ＋２）には、プリチャージ用のダミー走査期間（Ｈ３）と本チャージ（
書き込み）用の水平走査期間（Ｈ４）とが割り当てられることになり、データ（ｎ＋２）
に対応する画素の充電率を高めることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】日本国公開特許公報「特開２００１－５１２５２号公報（２００１年２月
２３日公開）」
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、本願発明者らは図３５の構成には以下の問題があることを見出した。例
えば、１本の走査信号線がアクティブとなっているときの走査信号線駆動回路の負荷をＬ
ｙ、２本の走査信号線がアクティブとなっているときの走査信号線駆動回路の負荷をＬｚ
とすれば、水平走査期間Ｈ１では走査信号線駆動回路の負荷がＬｚ、水平走査期間Ｈ２お
よびＨ３では走査信号線駆動回路の負荷がＬｙ、水平走査期間Ｈ４およびＨ５では走査信
号線駆動回路の負荷がＬｚとなっている。
【０００６】
　したがって、水平走査期間Ｈ２におけるデータ（ｎ＋１）の書き込みのための走査に関
して、走査前は走査信号線駆動回路の負荷がＬｚで、走査中は走査信号線駆動回路の負荷
がＬｙとなり、また、水平走査期間Ｈ４におけるデータ（ｎ＋２）の書き込みのための走
査に関して、走査前は走査信号線駆動回路の負荷がＬｙで、走査中は走査信号線駆動回路
の負荷がＬｚとなり、また、水平走査期間Ｈ５におけるデータ（ｎ＋３）の書き込みのた
めの走査に関して、走査前は走査信号線駆動回路の負荷がＬｚで、走査中も走査信号線駆
動回路の負荷がＬｚとなる。
【０００７】
　このように、各走査について、その走査前や走査中の走査信号線駆動回路の負荷にばら
つきがあると、データ（ｎ＋１）、データ（ｎ＋２）およびデータ（ｎ＋３）が同一であ
っても、画素に書き込まれた電位（ひいては表示状態）にばらつきが生じてしまい、横縞
状のムラとして視認されるおそれがある。
【０００８】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、ブロック反転駆動を行う液晶表示装
置において横縞状のムラを低減し、その表示品位を高めることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本液晶表示装置は、表示部の走査信号線が複数本ずつグループとされるとともに各グル
ープが順に選択され、選択されたグループに属する走査信号線が順次水平走査されるのに
対応して順次同極性の信号電位がデータ信号線に供給される液晶表示装置であって、前後
して選択される前グループと後グループとで上記信号電位の極性が反転するとともに、前
グループの最後の水平走査に対応する水平走査期間と後グループでの最初の水平走査に対
応する水平走査期間との間にダミー走査期間が挿入され、該ダミー走査期間に、前グルー
プよりも後に選択されるグループに属する走査信号線がダミー走査されることによってこ
の走査信号線が所定期間アクティブとされた後に非アクティブ化されることを特徴とする
。
【００１０】
　本願では、「水平走査」とは、ある走査信号線をこれに対応する水平走査期間にアクテ
ィブにすることを意味し、プリチャージ等の目的で、ある走査信号線をこれに対応しない
水平走査期間にアクティブにすることは「水平走査」と呼ばないこととする。同様に、「
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ダミー走査」とは、ある走査信号線をこれに対応するダミー走査期間にアクティブにする
ことを意味する。
【００１１】
　上記構成によれば、データ信号線の電位極性反転直後にダミー走査期間を挿入する場合
において、水平走査期間における走査信号線駆動回路の負荷状態と、ダミー走査期間にお
ける走査信号線駆動回路の負荷状態とを合わせ、各走査信号線の走査について、その走査
前および走査中の走査信号線駆動回路の負荷状態を揃えることができる。これにより、電
位極性反転前後（特に直後）に水平走査される走査信号線に接続する画素と他の画素との
充電率の差を低減し、ブロック反転駆動時に問題となっていた横縞状のムラを抑制するこ
とができる。
【００１２】
　本液晶表示装置では、ダミー走査期間には、ダミー電位がデータ信号線に供給される構
成とすることもできる。このダミー電位の極性は、後グループでの上記信号電位の極性と
同一であることが望ましい。
本液晶表示装置では、各走査信号線の水平走査に対応する映像データが水平走査の順に並
べられるとともに、前グループの最後の水平走査に対応する映像データと後グループでの
最初の水平走査に対応する映像データとの間にｎ個のダミーデータが挿入され、上記信号
電位は映像データに対応する電位であり、ダミー電位はダミーデータに対応する電位であ
る構成とすることもできる。上記ダミーデータは、ダミー走査される走査信号線のダミー
走査後直近の水平走査に対応する映像データと同一であってもよい。また、上記ダミーデ
ータは、ダミー走査される走査信号線のダミー走査前直近の水平走査に対応する映像デー
タと同一であってもよい。
【００１３】
　本液晶表示装置では、水平走査期間の開始および水平走査の開始の時間差とダミー走査
期間の開始およびダミー走査の開始の時間差とが等しく、水平走査の終了および水平走査
期間の終了の時間差とダミー走査の終了およびダミー走査期間の終了の時間差とが等しく
なっている構成とすることもできる。また、上記水平走査期間とダミー走査期間とが等し
い構成とすることもできる。
【００１４】
　本液晶表示装置では、前グループの最後の水平走査に対応する水平走査期間と後グルー
プでの最初の水平走査に対応する水平走査期間との間に複数のダミー走査期間が挿入され
ており、ダミー走査期間ごとに、異なる走査信号線がダミー走査される構成でもよい。ま
た、各ダミー走査期間に、同一の走査信号線がダミー走査される構成でもよい。また、ダ
ミー走査される走査信号線は、後グループに属していてもよい。また、ダミー走査される
走査信号線に、後グループで最初に水平走査される走査信号線が含まれていてもよい。ま
た、ダミー走査される走査信号線に、後グループよりも後に選択されるグループに属する
走査信号線が含まれていてもよい。
【００１５】
　本液晶表示装置では、各走査信号線は自段の水平走査の開始に同期してアクティブ化さ
れ、該自段の水平走査の終了に同期して非アクティブ化される構成とすることもできる。
この場合、ダミー走査される走査信号線は、自段のダミー走査の開始に同期してアクティ
ブ化され、該自段のダミー走査の終了に同期して非アクティブ化される構成とすることも
できる。また、走査信号線をアクティブ化するためのゲートパルスの幅が一水平走査期間
に等しい構成とすることもできる。
【００１６】
　本液晶表示装置では、各走査信号線は自段に対応する水平走査直前の、水平走査あるい
はダミー走査の開始に同期してアクティブ化され、自段の水平走査の終了に同期して非ア
クティブ化される構成とすることもできる。この場合、ダミー走査される走査信号線は、
自段に対応するダミー走査直前の、水平走査あるいはダミー走査の開始に同期してアクテ
ィブ化され、され、自段のダミー走査の終了に同期して非アクティブ化される構成とする
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こともできる。また、走査信号線をアクティブ化するためのゲートパルスの幅が一水平走
査期間の２倍に等しい構成とすることもできる。
【００１７】
　本液晶表示装置では、表示部内の所定の走査信号線を数えはじめの１番目の走査信号線
とした場合に、上記前グループおよび後グループの一方には奇数番目の走査信号線のみが
含まれ、他方には偶数番目の走査信号線のみが含まれる構成とすることもできる。
【００１８】
　この場合、表示部における上記所定の走査信号線以降の領域を走査信号線に平行な複数
の境界によってブロック化し、上記所定の走査信号線を含む、一方端にあたるブロックを
最上流ブロック、他方端にあたるブロックを最下流ブロックと考え、最初に選択されるグ
ループは最上流ブロックに含まれる奇数番目の走査信号線で構成されるか、あるいは最上
流ブロックに含まれる偶数番目の走査信号線で構成され、最後に選択されるグループは最
下流ブロックに含まれる奇数番目の走査信号線で構成されるか、あるいは最下流ブロック
に含まれる偶数番目の走査信号線で構成され、その他のグループは、隣り合う２つのブロ
ックに含まれる偶数番目の走査信号線で構成されるか、あるいは隣り合う２つのブロック
に含まれる奇数番目の走査信号線で構成されるとともに、上流側のグループから順に選択
される構成とすることもできる。
【００１９】
　また、表示部における上記所定の走査信号線以降の領域を走査信号線に平行な複数の境
界によってブロック化し、上記所定の走査信号線を含む、一方端にあたるブロックを最上
流ブロック、他方端にあたるブロックを最下流ブロックと考えた場合に、各ブロックに含
まれる奇数番目の走査信号線を前グループとするとともに偶数番目の走査信号線を後グル
ープとして最上流ブロックに含まれるグループから順に最下流ブロックに含まれるグルー
プまで選択されるか、あるいは各ブロックに含まれる偶数番目の走査信号線を前グループ
とするとともに奇数番目の走査信号線を後グループとして最上流ブロックに含まれるグル
ープから順に最下流ブロックに含まれるグループまで選択される構成とすることもできる
。
【００２０】
　本液晶表示装置では、表示部における所定の走査信号線以降の領域を走査信号線に平行
な複数の境界によってブロック化し、上記所定の走査信号線を含む、一方端にあたるブロ
ックを最上流ブロック、他方端にあたるブロックを最下流ブロックとした場合に、各ブロ
ックに含まれる走査信号線がグループ化され、最上流ブロックのグループから順に最下流
ブロックのグループまで選択される構成とすることもできる。
【００２１】
　本発明の液晶表示装置は、複数の走査信号線と、複数のデータ信号線とを備え、複数の
水平走査期間からなる第１期に、各データ信号線に対して第１極性の信号電位を供給する
一方、該第１期に続く、連続する複数の水平走査期間からなる第２期に、各データ信号線
に対して第２極性の信号電位を供給し、第１期と第２期との間に、各水平走査期間にアク
ティブとする走査信号線と同数の走査信号線を所定期間アクティブとした後に非アクティ
ブ化するダミー走査期間が設けられている。この場合、上記ダミー走査期間にアクティブ
とした走査信号線を、第２期内または第２期後の水平走査期間に、所定期間アクティブと
した後に非アクティブ化する構成とすることもできる。また、上記ダミー走査期間にアク
ティブとした走査信号線を、第２期内の、１番目以外の水平走査期間に、所定期間アクテ
ィブとした後に非アクティブ化する構成とすることもできる。また、上記データ信号線駆
動回路は、ダミー走査期間に、各データ信号線に対して第２極性のダミー電位を供給する
構成とすることもできる。また、上記走査信号線駆動回路は飛び越し走査を行う構成とす
ることもできる。
【００２２】
　本液晶表示装置の駆動方法は、表示部の走査信号線を複数本ずつグループとするととも
に各グループを順に選択し、選択したグループに属する走査信号線を順次水平走査するの
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に対応して順次同極性の信号電位をデータ信号線に供給する液晶表示装置の駆動方法であ
って、前後して選択される前グループと後グループとで上記信号電位の極性を反転させる
とともに、前グループの最後の水平走査に対応する水平走査期間と後グループでの最初の
水平走査に対応する水平走査期間との間にダミー走査期間を挿入し、該ダミー走査期間に
、前グループよりも後に選択するグループに属する走査信号線をダミー走査することよっ
てこの走査信号線を所定期間アクティブとした後に非アクティブ化させることを特徴とす
る。
【００２３】
　本テレビジョン受像機は、上記液晶表示装置と、テレビジョン放送を受信するチューナ
部とを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２４】
　以上のように、本液晶表示装置によれば、データ信号線の電位極性反転直後にダミー走
査期間を挿入する場合において、水平走査期間における走査信号線駆動回路の負荷状態と
、ダミー走査期間における走査信号線駆動回路の負荷状態とを合わせ、各走査信号線の走
査について、その走査前および走査中の走査信号線駆動回路の負荷状態を揃えることがで
きる。これにより、電位極性反転前後に水平走査される走査信号線に接続する画素と他の
画素との充電率の差を低減し、ブロック反転駆動時に問題となっていた横縞状のムラを抑
制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】実施の形態１にかかる液晶表示装置の一駆動例を示すタイミングチャートである
。
【図２】図１の続きを示すタイミングチャートである。
【図３】本液晶表示装置の構成を示す模式図である。
【図４】図１・２の駆動例をより詳細に示すタイミングチャートである。
【図５】本液晶表示装置の書き込み電位の極性分布を示す模式図である。
【図６】図１・２の駆動例における走査信号線駆動回路の負荷変動を示すタイミングチャ
ートである。
【図７】本液晶表示装置の他の駆動例を示すタイミングチャートである。
【図８】図７の駆動例をより詳細に示すタイミングチャートである。
【図９】図７の駆動例における走査信号線駆動回路の負荷変動を示すタイミングチャート
である。
【図１０】本液晶表示装置のさらに他の駆動例を示すタイミングチャートである。
【図１１】図１０の駆動例をより詳細に示すタイミングチャートである。
【図１２】図１０の駆動例における走査信号線駆動回路の負荷変動を示すタイミングチャ
ートである。
【図１３】本液晶表示装置のさらに他の駆動例を示すタイミングチャートである。
【図１４】図１３の駆動例をより詳細に示すタイミングチャートである。
【図１５】図１３の駆動例における走査信号線駆動回路の負荷変動を示すタイミングチャ
ートである。
【図１６】本液晶表示装置のさらに他の駆動例を示すタイミングチャートである。
【図１７】図１６の駆動例をより詳細に示すタイミングチャートである。
【図１８】図１６の駆動例における走査信号線駆動回路の負荷変動を示すタイミングチャ
ートである。
【図１９】走査信号線のグループ分けを変えたときの駆動を示すタイミングチャートであ
る。
【図２０】図１９の続きを示すタイミングチャートである。
【図２１】走査信号線のグループ分けを変えたときの駆動を示すタイミングチャートであ
る。
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【図２２】図２１の続きを示すタイミングチャートである。
【図２３】実施の形態２にかかる液晶表示装置の一駆動例を示すタイミングチャートであ
る。
【図２４】図１の続きを示すタイミングチャートである。
【図２５】図２３・２４の駆動例をより詳細に示すタイミングチャートである。
【図２６】本液晶表示装置の書き込み電位の極性分布を示す模式図である。
【図２７】図２３・２４の駆動例における走査信号線駆動回路の負荷変動を示すタイミン
グチャートである。
【図２８】本液晶表示装置の他の駆動例を示すタイミングチャートである。
【図２９】本液晶表示装置のさらに他の駆動例を示すタイミングチャートである。
【図３０】図２９の駆動例をより詳細に示すタイミングチャートである。
【図３１】図２９の駆動例における走査信号線駆動回路の負荷変動を示すタイミングチャ
ートである。
【図３２】図６の変形例を示すタイミングチャートである。
【図３３】本液晶表示装置全体の構成を説明するブロック図である。
【図３４】本テレビジョン受像機の機能を説明するブロック図である。
【図３５】従来の液晶表示装置の駆動例を示すタイミングチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　本発明にかかる実施の形態を、図１～３４を用いて説明すれば、以下のとおりである。
本液晶表示装置（例えば、ノーマリブラックモード）の表示部には、図３に示すように、
走査信号線Ｇ１～Ｇ１０８０が配され、マトリクス状に画素が配されている。そして、例
えば１画素列ＰＬ１にはＰ１～Ｐ１０８０が含まれ、画素ｉ（ｉは１～１０８０の整数）
は走査信号線ＳＬ１および走査信号線Ｇｉに接続されている。また、画素列ＰＬ１に隣接
する画素列ＰＬ２にはｐ１～ｐ１０８０が含まれ、画素ｐｉ（ｉは１～１０８０の整数）
は走査信号線ＳＬ２および走査信号線Ｇｉに接続されている。
【００２７】
　〔実施の形態１〕
　本実施の形態では、図１・２に示されるように、データ信号線をブロック反転駆動しな
がら走査信号線を飛び越し（インターレース）走査する。まず、表示部における走査信号
線Ｇ１以降の部分を、走査信号線に平行な４４本の境界で画される４５個のブロック（Ｂ
１～Ｂ４５）に分けて考える。各ブロックには連続する２４本の走査信号線が含まれ、例
えば、最上流ブロックであるブロックＢ１には走査信号線Ｇ１～Ｇ２４が含まれ、ブロッ
クＢ２には走査信号線Ｇ２５～Ｇ４８が含まれ、ブロックＢ３には走査信号線Ｇ４９～Ｇ
７２が含まれ、最下流ブロックであるブロックＢ４５には走査信号線Ｇ１０５７～Ｇ１０
８０が含まれる。
【００２８】
　そして、最上流ブロックであるブロックＢ１に含まれる奇数番目の走査信号線１２本（
Ｇ１・Ｇ３・・・Ｇ２３）を先頭のグループＧｒ１とし、ブロックＢ１とその下流側のブ
ロックＢ２とに含まれる偶数番目の走査信号線２４本（Ｇ２・Ｇ４・・・Ｇ４８）をグル
ープＧｒ２とするとともに、２番目のブロックＢ２とその下流側のブロックＢ３とに含ま
れる奇数番目の走査信号線２４本（Ｇ２５・Ｇ２７・・・Ｇ７１）をグループＧｒ３とし
、以降、ブロックＢｊ（ｊは３～４３の奇数）とその下流側のブロックＢ（ｊ＋１）とに
含まれる偶数番目の走査信号線２４本のグループ化、およびＢ（ｊ＋１）ブロックとその
下流側のブロックＢ（ｊ＋２）とに含まれる奇数番目の走査信号線２４本のグループ化を
繰り返してグループＧｒ４～Ｇ４５とし、最下流ブロックであるブロックＢ４５に含まれ
る偶数番目の走査信号線１２本（Ｇ１０５８・Ｇ１０６０・・・Ｇ１０８０）を最終のグ
ループＧｒ４６とし、Ｇｒ１から順にＧｒ４６まで選択しつつ、選択したグループに属す
る走査信号線を順次水平走査するのに対応して順次同極性の信号電位をデータ信号線に供
給する。なお、図１・２に示すデータＤ１～Ｄ１０８０は、走査信号線Ｇ１～Ｇ１０８０
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に接続する画素Ｐ１～Ｐ１０８０（図３参照）に対応する映像データ（デジタルデータ）
であり、極性反転信号ＰＯＬは、データ信号線ＳＬ１に供給される信号電位の極性を制御
する信号である。さらに、図１・２に示すように、前後して選択される前グループと後グ
ループとでデータ信号線に供給する信号電位の極性（プラス・マイナス）を反転させる。
【００２９】
　具体的には、グループＧｒ１を選択してグループＧｒ１に属する走査信号線（Ｇ１・Ｇ
３・・・Ｇ２３）を順次水平走査するのに対応して、映像データ（Ｄ１・Ｄ３・・・Ｄ２
３）に対応するプラス極性の信号電位を順次データ信号線ＳＬ１に供給し、ついでグルー
プＧｒ２を選択してグループＧｒ２に属する走査信号線（Ｇ２・Ｇ４・・・Ｇ４８）を順
次水平走査するのに対応して、映像データ（Ｄ２・Ｄ４・・・Ｄ４８）に対応するマイナ
ス極性の信号電位を順次データ信号線ＳＬ１に供給し、ついでグループＧｒ３を選択して
グループＧｒ３に属する走査信号線（Ｇ２５・Ｇ２７・・・Ｇ７１）を順次水平走査する
のに対応して、映像データ（Ｄ２５・Ｄ２７・・・Ｄ７１）に対応するプラス極性の信号
電位を順次データ信号線ＳＬ１に供給する。なお、データ信号線に１つの映像データに対
応する信号電位を供給（出力）する期間を水平走査期間（Ｈ）とする。
【００３０】
　そして、前グループの最後の水平走査に対応する映像データと後グループでの最初の水
平走査に対応する映像データとの間に第１および第２ダミーデータを挿入するとともに、
前グループの最後の水平走査に対応する水平走査期間と後グループでの最初の水平走査に
対応する水平走査期間との間に第１および第２ダミー走査期間を挿入する。
【００３１】
　そして、第１ダミー走査期間に、後グループで１番目に水平走査する走査信号線をダミ
ー走査することにより、該走査信号線を所定期間アクティブとした後に非アクティブ化す
る。第１ダミー走査期間には、第１ダミーデータに対応し、後グループでの信号電位の極
性と同極性のダミー電位をデータ信号線に出力する。該第１ダミーデータは、上記走査信
号線（後グループ１番目の走査信号線）のダミー走査後直近の水平走査に対応する映像デ
ータと同一としている。さらに、第２ダミー走査期間に、後グループで２番目に水平走査
する走査信号線をダミー走査することにより、該走査信号線を所定期間アクティブとした
後に非アクティブ化する。第２ダミー走査期間には、第２ダミーデータに対応し、後グル
ープでの信号電位の極性と同極性のダミー電位をデータ信号線に供給する。該第２ダミー
データは、上記走査信号線（後グループ２番目の走査信号線）のダミー走査後直近の水平
走査に対応する映像データと同一としている。
【００３２】
　ここでは、各水平走査期間における水平走査のタイミングと、各ダミー走査期間におけ
るダミー走査のタイミングとを一致させている。具体的には、水平走査期間の開始（信号
電位の出力開始）および終了（信号電位の出力終了）と、これに対応する水平走査の開始
（該信号電位の書き込み開始）および終了（該信号電位の書き込み終了）とを一致させる
とともに、ダミー走査期間の開始（ダミー電位の出力開始）および終了（ダミー電位の出
力終了）と、これに対応するダミー走査の開始（該ダミー電位の書き込み開始）および終
了（該ダミー電位の書き込み終了）とを一致させている。
【００３３】
　さらに、走査信号線Ｇ１～Ｇ１０８０に供給されるゲートパルスＧＰ１～ＧＰ１０８０
はそれぞれ、その幅が一水平走査期間（１Ｈ）に等しいパルスであり、各走査信号線は、
自段に対応する水平走査の開始と同時にアクティブ化し、ダミー走査される走査信号線（
後グループ１・２番目の走査信号線）も自段に対応するダミー走査の開始と同時にアクテ
ィブ化する。
【００３４】
　例えば、図１・４に示すように、グループＧｒ１での最後の水平走査（Ｇ２３の水平走
査）に対応する映像データＤ２３と、グループＧｒ２での最初の水平走査（Ｇ２の水平走
査）に対応する映像データＤ２との間に、第１ダミーデータＤａおよび第２ダミーデータ
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Ｄｂが挿入されるとともに、グループＧｒ１での最後の水平走査に対応する水平走査期間
Ｈ２３とグループＧｒ２での最初の水平走査に対応する水平走査期間Ｈ２との間に、第１
ダミー走査期間ＤＳ１および第２ダミー走査期間ＤＳ２が挿入される。
【００３５】
　ここでは、水平走査期間Ｈ２３の開始と同時に走査信号線Ｇ２３に供給されるゲートパ
ルスＧＰ２３がアクティブ化し、水平走査期間Ｈ２３の終了と同時にゲートパルスＧＰ２
３が非アクティブ化する。水平走査期間Ｈ２３には、映像データＤ２３（走査信号線Ｇ２
３に接続する画素に対応する映像データ）に対応し、グループＧｒ１での信号電位の極性
と同極性（プラス極性）の信号電位がデータ信号線ＳＬ１に供給される。
【００３６】
　ついで、第１ダミー走査期間ＤＳ１の開始と同時に、グループＧｒ２で１番目に水平走
査される走査信号線Ｇ２に供給されるゲートパルスＧＰ２がアクティブ化し、第１ダミー
走査期間ＤＳ１の終了と同時にゲートパルスＧＰ２が非アクティブ化する。第１ダミー走
査期間ＤＳ１には、第１ダミーデータＤａに対応し、グループＧｒ２での信号電位の極性
と同極性（マイナス極性）のダミー電位がデータ信号線ＳＬ１に供給される。第１ダミー
データＤａは、走査信号線Ｇ２のダミー走査後直近の水平走査に対応する映像データＤ２
（次フレームのデータ）と同一としている。したがって、データ信号線ＳＬ１に供給され
る電位ＶＳＬ１（図４参照）に示されるように、第１ダミー走査期間ＤＳ１に供給される
ダミー電位と水平走査期間Ｈ２に供給される信号電位とが等しくなっている。
【００３７】
　ついで、第２ダミー走査期間ＤＳ２の開始と同時に、グループＧｒ２で２番目に水平走
査される走査信号線Ｇ４に供給されるゲートパルスＧＰ４がアクティブ化し、第２ダミー
走査期間ＤＳ２の終了と同時にゲートパルスＧＰ４が非アクティブ化する。第２ダミー走
査期間ＤＳ２には、第２ダミーデータＤｂに対応し、グループＧｒ２での信号電位の極性
と同極性（マイナス極性）のダミー電位がデータ信号線ＳＬ１に供給される。第２ダミー
データＤｂは、走査信号線Ｇ４のダミー走査後直近の水平走査に対応する映像データＤ４
（次フレームのデータ）と同一としている。したがって、データ信号線ＳＬ１に供給され
る電位ＶＳＬ１（図４参照）に示されるように、第２ダミー走査期間ＤＳ２に供給される
ダミー電位と水平走査期間Ｈ４に供給される信号電位とが等しくなっている。
【００３８】
　ついで、水平走査期間Ｈ２の開始と同時に走査信号線Ｇ２に供給されるゲートパルスＧ
Ｐ２がアクティブ化し、水平走査期間Ｈ２の終了と同時にゲートパルスＧＰ２が非アクテ
ィブ化する。水平走査期間Ｈ２には、映像データＤ２（走査信号線Ｇ２に接続する画素に
対応する映像データ）に対応し、グループＧｒ２での信号電位の極性と同極性（マイナス
極性）の信号電位がデータ信号線ＳＬ１に供給される。
【００３９】
　本液晶表示装置によれば、図５に示すように、各画素への書き込み電位の列方向（デー
タ信号線の延伸方向）の極性分布をドット反転状にすることができ、チラツキを抑制する
ことができる。さらに、データ信号線をドット反転（１Ｈ反転）駆動させる場合と比較し
て、ドライバの消費電力や発熱を抑制し、かつ画素充電率も高めることができる。また、
データ信号線に供給される信号電位の極性が反転した直後に、第１および第２ダミー走査
期間に亘って反転後の極性に等しいダミー電位をデータ信号線に供給するため、奇数番目
ブロックの２番目や偶数番目ブロックの１番目の走査信号線に接続する画素の充電率と、
他の画素の充電率との差を低減することができる。これにより、ブロック反転駆動した場
合に視認されるおそれのあるブロック境界近傍の横筋状のムラを抑制することができる。
【００４０】
　そして注目すべきは、第１および第２ダミー走査期間それぞれにおいて１本の走査信号
線を所定期間アクティブとした後に非アクティブ化することで、各走査信号線の走査につ
いて、その走査前および走査開始時並びに走査中における走査信号線駆動回路の負荷状態
を揃えることができる点である。
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【００４１】
　ここで、１本の走査信号線がアクティブ化すると同時にこれとは別の１本の走査信号線
が非アクティブ化するときの走査信号線駆動回路の負荷をＬｐ、１本の走査信号線がアク
ティブとなっているときの走査信号線駆動回路の負荷をＬｙとし、ブロックＢ１・Ｂ２境
界近傍に位置する走査信号線Ｇ２４・Ｇ２５・Ｇ２６それぞれの走査開始前および走査開
始時並びに走査中における走査信号線駆動回路の負荷状態を、図６を用いて説明する。
【００４２】
　走査信号線Ｇ２４の走査開始前においては、１本の走査信号線Ｇ２２がアクティブとな
っているため走査信号線駆動回路の負荷はＬｙとなり、走査信号線Ｇ２４の走査開始時に
おいては、１本の走査信号線Ｇ２４がアクティブ化すると同時にこれとは別の１本の走査
信号線Ｇ２２が非アクティブ化するため走査信号線駆動回路の負荷はＬｐとなり、走査信
号線Ｇ２４の走査中においては、１本の走査信号線Ｇ２４がアクティブとなっているため
走査信号線駆動回路の負荷はＬｙとなる。
【００４３】
　走査信号線Ｇ２５の走査開始前においては、１本の走査信号線Ｇ２７がアクティブとな
っているため走査信号線駆動回路の負荷はＬｙとなり、走査信号線Ｇ２５の走査開始時に
おいては、１本の走査信号線Ｇ２５がアクティブ化すると同時にこれとは別の１本の走査
信号線Ｇ２７が非アクティブ化するため走査信号線駆動回路の負荷はＬｐとなり、走査信
号線Ｇ２５の走査中においては、１本の走査信号線Ｇ２５がアクティブとなっているため
走査信号線駆動回路の負荷はＬｙとなる。
【００４４】
　走査信号線Ｇ２６の走査開始前においては、１本の走査信号線Ｇ２４がアクティブとな
っているため走査信号線駆動回路の負荷はＬｙとなり、走査信号線Ｇ２６の走査開始時に
おいては、１本の走査信号線Ｇ２６がアクティブ化すると同時にこれとは別の１本の走査
信号線Ｇ２４が非アクティブ化するため走査信号線駆動回路の負荷はＬｐとなり、走査信
号線Ｇ２６の走査中においては、１本の走査信号線Ｇ２６がアクティブとなっているため
走査信号線駆動回路の負荷はＬｙとなる。
【００４５】
　このように、本液晶表示装置では、データ信号線の電位極性反転直後にダミー走査期間
を挿入する場合において、水平走査期間における走査信号線駆動回路の負荷状態と、ダミ
ー走査期間における走査信号線駆動回路の負荷状態とを合わせ、各走査信号線の走査につ
いて、その走査前および走査開始時並びに走査中における走査信号線駆動回路の負荷状態
を揃えることができる。これにより、電位極性反転前後に水平走査される走査信号線に接
続する画素と他の画素との充電率の差をさらに低減し、ブロック境界近傍の横筋状のムラ
をさらに抑制することができる。
【００４６】
　また、本液晶表示装置では走査信号線駆動回路の負荷が垂直走査期間中ほぼ常時Ｌｙに
保たれ、走査信号線駆動回路の負荷変動自体がほとんどないため、横筋状のムラの抑制が
より効果的となっている。また、図６に示すように負荷がＬｐとなるタイミングを周期的
にすることで、横筋状のムラの抑制を一層効果的なものとすることができる。なお、図３
２に示すように、負荷がＬｙとなるタイミング（期間）および負荷がＬｐとなるタイミン
グが非周期となるような構成も可能である。
【００４７】
　本液晶表示装置では、同一水平走査期間あるいは同一ダミー走査期間に隣接する２つの
データ信号線それぞれに供給される信号電位の極性を互いに異ならせることが好ましい。
例えば図４に示すように、データ信号線ＳＬ１にプラス極性の信号電位が供給されている
期間にはデータ信号線ＳＬ２にマイナス極性の信号電位を供給し、データ信号線ＳＬ１に
マイナス極性の信号電位が供給されている期間にはデータ信号線ＳＬ２にプラス極性の信
号電位を供給する。こうすれば、各画素への書き込み電位の行方向（走査信号線の延伸方
向）の極性分布も図５に示すようにドット反転状にすることができ、チラツキを一層抑制
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することができる。
【００４８】
　また、図１・４の形態では第１ダミーデータＤａは、走査信号線Ｇ２のダミー走査後直
近の水平走査に対応する映像データＤ２（次フレームの映像データ）と同一とし、第２ダ
ミーデータＤｂは、走査信号線Ｇ４のダミー走査後直近の水平走査に対応する映像データ
Ｄ４（次フレームの映像データ）と同一としているが、これに限定されない。例えば、第
１ダミーデータＤａは、走査信号線Ｇ２のダミー走査前直近の水平走査に対応する映像デ
ータ（現フレームの映像データ）と同一とし、第２ダミーデータＤｂは、走査信号線Ｇ４
のダミー走査前直近の水平走査に対応する映像データ（現フレームの映像データ）と同一
としてよい。また、第１ダミーデータＤａを、走査信号線Ｇ２のダミー走査前直近の水平
走査に対応する映像データ（現フレームの映像データ）と、走査信号線Ｇ２のダミー走査
後直近の水平走査に対応する映像データＤ２（次フレームの映像データ）とに基づいて決
定し、第２ダミーデータＤｂを、走査信号線Ｇ４のダミー走査前直近の水平走査に対応す
る映像データ（現フレームの映像データ）と、走査信号線Ｇ４のダミー走査後直近の水平
走査に対応する映像データＤ４（次フレームの映像データ）とに基づいて決定してもよい
。また、第１および第２ダミーデータＤａ・Ｄｂを所定の映像データ（同一）とすること
もできる。
【００４９】
　なお、図１・２・４の形態では、各ダミー走査期間は一水平走査期間に等しくなってい
るこれに限定されない。各ダミー走査期間を一水平走査期間よりも短くしたり、長くした
りしてもよい。例えば図３２では各ダミー走査期間を一水平走査期間よりも短くしている
。なお図３２でも、各水平走査期間における水平走査のタイミングと、各ダミー走査期間
におけるダミー走査のタイミングとが一致している。
【００５０】
　図１・２・４の形態では、第１ダミー走査期間に、後グループで１番目に水平走査する
走査信号線をダミー走査し、第２ダミー走査期間に、後グループで２番目に水平走査する
走査信号線をダミー走査しているが、これに限定されない。例えば、図７に示すように、
第１ダミー走査期間に、後グループで１番目に水平走査する走査信号線をダミー走査する
ことにより、該走査信号線を所定期間アクティブとした後に非アクティブ化し、第２ダミ
ー走査期間に、同一の走査信号線を再度ダミー走査することにより、該走査信号線を所定
期間アクティブとした後に非アクティブ化してもよい。
【００５１】
　すなわち、図７・８に示すように、グループＧｒ１での最後の水平走査（Ｇ２３の水平
走査）に対応する映像データＤ２３と、グループＧｒ２での最初の水平走査（Ｇ２の水平
走査）に対応する映像データＤ２との間に、第１ダミーデータＤａおよび第２ダミーデー
タＤｂを挿入するとともに、グループＧｒ１での最後の水平走査に対応する水平走査期間
Ｈ２３とグループＧｒ２での最初の水平走査に対応する水平走査期間Ｈ２との間に、第１
ダミー走査期間ＤＳ１および第２ダミー走査期間ＤＳ２を挿入する。
【００５２】
　ここで、第１ダミー走査期間ＤＳ１の開始と同時に、グループＧｒ２で１番目に水平走
査される走査信号線Ｇ２に供給されるゲートパルスＧＰ２がアクティブ化し、第１ダミー
走査期間ＤＳ１の終了と同時にゲートパルスＧＰ２が非アクティブ化する。第１ダミー走
査期間ＤＳ１には、第１ダミーデータＤａに対応し、グループＧｒ２での信号電位の極性
と同極性（マイナス極性）のダミー電位がデータ信号線ＳＬ１に供給される。第１ダミー
データＤａは、走査信号線Ｇ２の、ダミー走査後直近の水平走査に対応する映像データＤ
２（次フレームのデータ）と同一としている。したがって、データ信号線ＳＬ１に供給さ
れる電位ＶＳＬ１（図８参照）に示されるように、第１ダミー走査期間ＤＳ１に供給され
るダミー電位と水平走査期間Ｈ２に供給される信号電位とが等しくなっている。
【００５３】
　ついで、第２ダミー走査期間ＤＳ２の開始と同時に、グループＧｒ２で１番目に水平走
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査される走査信号線Ｇ２に供給されるゲートパルスＧＰ２が再度アクティブ化し、第２ダ
ミー走査期間ＤＳ２の終了と同時にゲートパルスＧＰ２が非アクティブ化する。第２ダミ
ー走査期間ＤＳ２には、第２ダミーデータＤｂに対応し、グループＧｒ２での信号電位の
極性と同極性（マイナス極性）のダミー電位がデータ信号線ＳＬ１に供給される。第２ダ
ミーデータＤｂは、走査信号線Ｇ２の、ダミー走査後直近の水平走査に対応する映像デー
タＤ２（次フレームのデータ）と同一としている。したがって、データ信号線ＳＬ１に供
給される電位ＶＳＬ１（図８参照）に示されるように、第２ダミー走査期間ＤＳ２に供給
されるダミー電位と水平走査期間Ｈ２に供給される信号電位とが等しくなっている。
【００５４】
　図７・８に示す形態でも、１本の走査信号線がアクティブ化すると同時にこれとは別の
１本の走査信号線が非アクティブ化するときの走査信号線駆動回路の負荷をＬｐ、１本の
走査信号線がアクティブとなっているときの走査信号線駆動回路の負荷をＬｙとすれば、
図９に示すように、水平走査期間における走査信号線駆動回路の負荷状態と、ダミー走査
期間における走査信号線駆動回路の負荷状態とを合わせ、各走査信号線の走査について、
その走査前および走査開始時並びに走査中における走査信号線駆動回路の負荷状態を揃え
ることができる。これにより、電位極性反転直後に水平走査される走査信号線（奇数番目
ブロックの２番目や偶数番目ブロックの１番目の走査信号線）に接続する画素と他の画素
との充電率の差をさらに低減し、ブロック境界近傍の横筋状のムラをさらに抑制すること
ができる。
【００５５】
　また、本形態でも走査信号線駆動回路の負荷が垂直走査期間中ほぼ常時Ｌｙに保たれ、
走査信号線駆動回路の負荷変動自体がほとんどないため、横筋状のムラの抑制がより効果
的となっている。また、図９に示すように負荷がＬｐとなるタイミングを周期的にするこ
とで、横筋状のムラの抑制を一層効果的なものとすることができる。なお、図７・８の形
態では、各ダミー走査期間は一水平走査期間に等しくしているがこれに限定されない。各
ダミー走査期間を一水平走査期間よりも短くしたり、長くしたりしてもよい。
【００５６】
　また、本実施の形態では、図１０に示すように、第１ダミー走査期間に、前グループ最
後の走査信号線から３ライン下の走査信号線（後グループ１３番目の走査信号線）をダミ
ー走査することにより、該走査信号線を所定期間アクティブとした後に非アクティブ化し
、第２ダミー走査期間に、第１ダミー走査期間でダミー走査した走査信号線から２ライン
下の走査信号線（後グループ１４番目の走査信号線）をダミー走査することにより、該走
査信号線を所定期間アクティブとした後に非アクティブ化してもよい。
【００５７】
　例えば、図１０・１１に示すように、グループＧｒ１での最後の水平走査（Ｇ２３の水
平走査）に対応する映像データＤ２３と、グループＧｒ２での最初の水平走査（Ｇ２の水
平走査）に対応する映像データＤ２との間に、第１ダミーデータＤａおよび第２ダミーデ
ータＤｂを挿入するとともに、グループＧｒ１での最後の水平走査に対応する水平走査期
間Ｈ２３とグループＧｒ２での最初の水平走査に対応する水平走査期間Ｈ２との間に、第
１ダミー走査期間ＤＳ１および第２ダミー走査期間ＤＳ２を挿入する。
【００５８】
　ここで、第１ダミー走査期間ＤＳ１の開始と同時に、走査信号線Ｇ２３から３ライン下
の走査信号線（グループＧｒ２の１３番目の走査信号線）Ｇ２６に供給されるゲートパル
スＧＰ２６がアクティブ化し、第１ダミー走査期間ＤＳ１の終了と同時にゲートパルスＧ
Ｐ２６が非アクティブ化する。第１ダミー走査期間ＤＳ１には、第１ダミーデータＤａに
対応し、グループＧｒ２での信号電位の極性と同極性（マイナス極性）のダミー電位がデ
ータ信号線ＳＬ１に供給される。第１ダミーデータＤａは、走査信号線Ｇ２６のダミー走
査後直近の水平走査に対応する映像データＤ２６（次フレームのデータ）と同一としてい
る。したがって、データ信号線ＳＬ１に供給される電位ＶＳＬ１（図１１参照）に示され
るように、第１ダミー走査期間ＤＳ１に供給されるダミー電位と水平走査期間Ｈ２６に供
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給される信号電位とが等しくなっている。
【００５９】
　ついで、第２ダミー走査期間ＤＳ２の開始と同時に、走査信号線Ｇ２６から２ライン下
の走査信号線Ｇ２８に供給されるゲートパルスＧＰ２８がアクティブ化し、第２ダミー走
査期間ＤＳ２の終了と同時にゲートパルスＧＰ２８が非アクティブ化する。第２ダミー走
査期間ＤＳ２には、第２ダミーデータＤｂに対応し、グループＧｒ２での信号電位の極性
と同極性（マイナス極性）のダミー電位がデータ信号線ＳＬ１に供給される。第２ダミー
データＤｂは、走査信号線Ｇ２８のダミー走査後直近の水平走査に対応する映像データＤ
２８（次フレームのデータ）と同一としている。したがって、データ信号線ＳＬ１に供給
される電位ＶＳＬ１（図１１参照）に示されるように、第２ダミー走査期間ＤＳ２に供給
されるダミー電位と水平走査期間Ｈ２８に供給される信号電位とが等しくなっている。
【００６０】
　図１０・１１に示す形態でも、１本の走査信号線がアクティブ化すると同時にこれとは
別の１本の走査信号線が非アクティブ化するときの走査信号線駆動回路の負荷をＬｐ、１
本の走査信号線がアクティブとなっているときの走査信号線駆動回路の負荷をＬｙとすれ
ば、図１２に示すように、水平走査期間における走査信号線駆動回路の負荷状態と、ダミ
ー走査期間における走査信号線駆動回路の負荷状態とを合わせ、各走査信号線の走査につ
いて、その走査前および走査開始時並びに走査中における走査信号線駆動回路の負荷状態
を揃えることができる。これにより、電位極性反転前後に水平走査される走査信号線に接
続する画素と他の画素との充電率の差をさらに低減し、ブロック境界近傍の横筋状のムラ
をさらに抑制することができる。
【００６１】
　また、本形態でも走査信号線駆動回路の負荷が垂直走査期間中ほぼ常時Ｌｙに保たれ、
走査信号線駆動回路の負荷変動自体がほとんどないため、横筋状のムラの抑制がさらによ
り効果的となっている。また、図１２に示すように負荷がＬｐとなるタイミングを周期的
にすることで、横筋状のムラの抑制を一層効果的なものとすることができる。なお、図１
１・１２の形態では、各ダミー走査期間は一水平走査期間に等しくしているがこれに限定
されない。各ダミー走査期間を一水平走査期間よりも短くしたり、長くしたりしてもよい
。
【００６２】
　なお、図１０・１１の形態では、第１ダミーデータＤａは、走査信号線Ｇ２６のダミー
走査後直近の水平走査に対応する映像データＤ２６（次フレームの映像データ）と同一と
し、第２ダミーデータＤｂは、走査信号線Ｇ２８のダミー走査後直近の水平走査に対応す
る映像データＤ２８（次フレームの映像データ）と同一としているが、この場合、第１ダ
ミー走査期間ＤＳ１と、走査信号線Ｇ２６の前段の走査信号線Ｇ２５に対応する水平走査
期間Ｈ２５との間隔を０．８〔ｍｓ〕以下とすることで、テアリング（動画での表示ズレ
）が視認されるおそれが少なくなる。なお、第１ダミーデータＤａは、走査信号線Ｇ２６
のダミー走査前直近の水平走査に対応する映像データ（現フレームの映像データ）と同一
とし、第２ダミーデータＤｂは、走査信号線Ｇ２８のダミー走査前直近の水平走査に対応
する映像データ（現フレームの映像データ）と同一とすることもできる。こうすれば、テ
アリングが視認されるおそれがなくなるというメリットがある。
【００６３】
　また、本実施の形態では、例えば図１３に示すように、第１ダミー走査期間に、前グル
ープ最後の走査信号線から２ライン下の走査信号線（後グループに次ぐグループの１番目
の走査信号線）をダミー走査することにより、該走査信号線を所定期間アクティブとした
後に非アクティブ化し、第２ダミー走査期間に、第１ダミー走査期間でダミー走査した走
査信号線から２ライン下の走査信号線（後グループに次ぐグループの２番目の走査信号線
）をダミー走査することにより、該走査信号線を所定期間アクティブとした後に非アクテ
ィブ化してもよい。
【００６４】
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　例えば、図１３・１４に示すように、グループＧｒ１での最後の水平走査（Ｇ２３の水
平走査）に対応する映像データＤ２３と、グループＧｒ２での最初の水平走査（Ｇ２の水
平走査）に対応する映像データＤ２との間に、第１ダミーデータＤａおよび第２ダミーデ
ータＤｂを挿入するとともに、グループＧｒ１での最後の水平走査に対応する水平走査期
間Ｈ２３とグループＧｒ２での最初の水平走査に対応する水平走査期間Ｈ２との間に、第
１ダミー走査期間ＤＳ１および第２ダミー走査期間ＤＳ２を挿入する。
【００６５】
　ここで、第１ダミー走査期間ＤＳ１の開始と同時に、走査信号線Ｇ２３から２ライン下
の走査信号線（グループＧｒ２に次ぐグループＧｒ３の１番目の走査信号線）Ｇ２５に供
給されるゲートパルスＧＰ２５がアクティブ化し、第１ダミー走査期間ＤＳ１の終了と同
時にゲートパルスＧＰ２５が非アクティブ化する。第１ダミー走査期間ＤＳ１には、第１
ダミーデータＤａに対応し、グループＧｒ２での信号電位の極性と同極性（マイナス極性
）のダミー電位がデータ信号線ＳＬ１に供給される。第１ダミーデータＤａは、走査信号
線Ｇ２５のダミー走査前直近の水平走査に対応する映像データ（現フレームのデータ）と
同一としている。
【００６６】
　ついで、第２ダミー走査期間ＤＳ２の開始と同時に、走査信号線Ｇ２５から２ライン下
の走査信号線（グループＧｒ３の２番目の走査信号線）Ｇ２７に供給されるゲートパルス
ＧＰ２７がアクティブ化し、第２ダミー走査期間ＤＳ２の終了と同時にゲートパルスＧＰ
２７が非アクティブ化する。第２ダミー走査期間ＤＳ２には、第２ダミーデータＤｂに対
応し、グループＧｒ２での信号電位の極性と同極性（マイナス極性）のダミー電位がデー
タ信号線ＳＬ１に供給される。第２ダミーデータＤｂは、走査信号線Ｇ２７のダミー走査
前直近の水平走査に対応する映像データ（現フレームのデータ）と同一としている。
【００６７】
　図１３・１４に示す形態でも、１本の走査信号線がアクティブ化すると同時にこれとは
別の１本の走査信号線が非アクティブ化するときの走査信号線駆動回路の負荷をＬｐ、１
本の走査信号線がアクティブとなっているときの走査信号線駆動回路の負荷をＬｙとすれ
ば、図１５に示すように、水平走査期間における走査信号線駆動回路の負荷状態と、ダミ
ー走査期間における走査信号線駆動回路の負荷状態とを合わせ、各走査信号線の走査につ
いて、その走査前および走査開始時並びに走査中における走査信号線駆動回路の負荷状態
を揃えることができる。これにより、電位極性反転前後に水平走査される走査信号線に接
続する画素と他の画素との充電率の差をさらに低減し、ブロック境界近傍の横筋状のムラ
をさらに抑制することができる。
【００６８】
　また、本形態でも走査信号線駆動回路の負荷が垂直走査期間中ほぼ常時Ｌｙに保たれ、
走査信号線駆動回路の負荷変動自体がほとんどないため、横筋状のムラの抑制がより効果
的となっている。また、図１５に示すように負荷がＬｐとなるタイミングを周期的にする
ことで、横筋状のムラの抑制を一層効果的なものとすることができる。なお、図１３・１
４の形態では、各ダミー走査期間は一水平走査期間に等しくしているがこれに限定されな
い。各ダミー走査期間を一水平走査期間よりも短くしたり、長くしたりしてもよい。
【００６９】
　また、図１・２・４の形態において、ゲートパルスＧＰ０～ＧＰ１０８１を、その幅が
一水平走査期間の２倍（２Ｈ）に等しいパルスとし、図１６・１７に示すように、各走査
信号線は自段に対応する水平走査直前の、水平走査あるいはダミー走査の開始に同期して
アクティブ化され、自段に対応する水平走査の終了に同期して非アクティブ化され、ダミ
ー走査される各走査信号線も、自段に対応するダミー水平走査直前の、水平走査あるいは
ダミー水平走査の開始に同期してアクティブ化され、自段に対応するダミー走査の終了に
同期して非アクティブ化される構成とすることもできる。この図１６・１７に示す構成の
おいても、各水平走査期間における水平走査のタイミングと、各ダミー走査期間における
ダミー走査のタイミングとを一致させている。具体的には、水平走査期間の開始（信号電
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位の出力開始）および終了（信号電位の出力終了）と、これに対応する水平走査の開始（
該信号電位の書き込み開始）および終了（該信号電位の書き込み終了）とを一致させると
ともに、ダミー走査期間の開始（ダミー電位の出力開始）および終了（ダミー電位の出力
終了）と、これに対応するダミー走査の開始（該ダミー電位の書き込み開始）および終了
（該ダミー電位の書き込み終了）とを一致させている。
【００７０】
　ここでは、走査信号線Ｇ２３に供給されるゲートパルスＧＰ２３が、走査信号線Ｇ２３
に対応する水平走査直前の水平走査の開始、すなわち水平走査期間Ｈ２１の開始と同時に
アクティブ化し、水平走査期間Ｈ２１および水平走査期間Ｈ２３の２水平走査期間分アク
ティブとなって水平走査期間Ｈ２３の終了と同時に非アクティブ化する。水平走査期間Ｈ
２１には、映像データＤ２１（走査信号線Ｇ２１に接続する画素に対応する映像データ）
に対応し、グループＧｒ１での信号電位の極性と同極性（プラス極性）の信号電位がデー
タ信号線ＳＬ１に供給される。また、水平走査期間Ｈ２３には、映像データＤ２３（走査
信号線Ｇ２３に接続する画素に対応する映像データ）に対応し、グループＧｒ１での信号
電位の極性と同極性（プラス極性）の信号電位がデータ信号線ＳＬ１に供給される。すな
わち、水平走査期間Ｈ２１でプリチャージが行われ、水平走査期間Ｈ２３の水平走査で本
チャージ（映像データＤ２３に対応するプラス極性の信号電位の書き込み）が行われる。
【００７１】
　また、走査信号線Ｇ２に供給されるゲートパルスＧＰ２が、そのダミー走査直前の水平
走査の開始、すなわち水平走査期間Ｈ２３の開始と同時にアクティブ化し、水平走査期間
Ｈ２３および第１ダミー走査期間ＤＳ１の２水平走査期間分アクティブとなって第１ダミ
ー走査期間ＤＳ１の終了と同時に非アクティブ化する。
【００７２】
　また、走査信号線Ｇ４に供給されるゲートパルスＧＰ４が、そのダミー走査直前のダミ
ー走査の開始、すなわち第１ダミー走査期間ＤＳ１の開始と同時にアクティブ化し、第１
ダミー走査期間ＤＳ１および第２ダミー走査期間ＤＳ２の２水平走査期間分アクティブと
なって第２ダミー走査期間ＤＳ２の終了と同時に非アクティブ化する。
【００７３】
　また、走査信号線Ｇ２に供給されるゲートパルスＧＰ２が、走査信号線Ｇ２に対応する
水平走査直前のダミー走査の開始、すなわち第２ダミー走査期間ＤＳ２の開始と同時にア
クティブ化し、第２ダミー走査期間ＤＳ２および水平走査期間Ｈ２の２水平走査期間分ア
クティブとなって水平走査期間Ｈ２の終了と同時に非アクティブ化する。
【００７４】
　第２ダミー走査期間ＤＳ２には、第２ダミーデータＤｂに対応し、グループＧｒ２での
信号電位の極性と同極性（マイナス極性）の信号電位がデータ信号線ＳＬ１に供給される
。水平走査期間Ｈ２には、映像データＤ２（走査信号線Ｇ２に接続する画素に対応する映
像データ）に対応し、グループＧｒ２での信号電位の極性と同極性（プラス極性）の信号
電位がデータ信号線ＳＬ１に供給される。すなわち、ダミー走査期間ＤＳ２でプリチャー
ジが行われ、水平走査期間Ｈ２の水平走査で本チャージ（映像データＤ２に対応するプラ
ス極性の信号電位の書き込み）が行われる。
【００７５】
　ここで、１本の走査信号線がアクティブの状態で、これとは別の１本の走査信号線がア
クティブ化すると同時にさらに別の１本の走査信号線が非アクティブ化するときの走査信
号線駆動回路の負荷をＬｑ、１本の走査信号線とこれとは別の１本の走査信号線とがアク
ティブになっているときの走査信号線駆動回路の負荷をＬｚとし、ブロックＢ１・Ｂ２境
界近傍に位置する走査信号線Ｇ２４・Ｇ２５・Ｇ２６それぞれの走査開始前および走査開
始時並びに走査中における走査信号線駆動回路の負荷状態を、図１８を用いて説明する。
【００７６】
　走査信号線Ｇ２４の走査開始前においては、１本の走査信号線Ｇ２２とこれとは別の１
本の走査信号線Ｇ２４がアクティブとなっているため走査信号線駆動回路の負荷はＬｚと
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なり、走査信号線Ｇ２４の走査開始時においては、１本の走査信号線Ｇ２４がアクティブ
の状態で、これとは別の１本の走査信号線Ｇ２６がアクティブ化すると同時にさらに別の
走査信号線Ｇ２２が非アクティブ化するため走査信号線駆動回路の負荷はＬｑとなる。走
査信号線Ｇ２４の走査中においては、１本の走査信号線Ｇ２４とこれとは別の１本の走査
信号線Ｇ２６がアクティブとなっているため走査信号線駆動回路の負荷はＬｚとなる。
【００７７】
　走査信号線Ｇ２５の走査開始前においては、１本の走査信号線Ｇ２５とこれとは別の１
本の走査信号線Ｇ２７がアクティブとなっているため走査信号線駆動回路の負荷はＬｚと
なり、走査信号線Ｇ２５の走査開始時においては、１本の走査信号線Ｇ２５がアクティブ
の状態で、これとは別の１本の走査信号線Ｇ２７が非アクティブ化およびアクティブ化す
るため走査信号線駆動回路の負荷は略Ｌｑとなる。走査信号線Ｇ２５の走査中においては
、１本の走査信号線Ｇ２５とこれとは別の１本の走査信号線Ｇ２７がアクティブとなって
いるため走査信号線駆動回路の負荷はＬｚとなる。
【００７８】
　走査信号線Ｇ２６の走査開始前においては、１本の走査信号線Ｇ２４とこれとは別の１
本の走査信号線Ｇ２６がアクティブとなっているため走査信号線駆動回路の負荷はＬｚと
なり、走査信号線Ｇ２６の走査開始時においては、１本の走査信号線Ｇ２６がアクティブ
の状態で、これとは別の１本の走査信号線Ｇ２８がアクティブ化すると同時にさらに別の
走査信号線Ｇ２４が非アクティブ化するため走査信号線駆動回路の負荷はＬｑとなる。走
査信号線Ｇ２６の走査中においては、１本の走査信号線Ｇ２６とこれとは別の１本の走査
信号線Ｇ２８がアクティブとなっているため走査信号線駆動回路の負荷はＬｚとなる。
【００７９】
　このように、図１５・１６の構成でも、水平走査期間における走査信号線駆動回路の負
荷状態と、ダミー走査期間における走査信号線駆動回路の負荷状態とを合わせ、各走査信
号線の走査について、その走査前および走査中における走査信号線駆動回路の負荷状態を
揃えることができる。これにより、電位極性反転前後に水平走査される走査信号線に接続
する画素と他の画素との充電率の差をさらに低減し、ブロック境界近傍の横筋状のムラを
さらに抑制することができる。
【００８０】
　また、本構成では走査信号線駆動回路の負荷が垂直走査期間中ほぼ常時Ｌｚに保たれ、
走査信号線駆動回路の負荷変動自体がほとんどないため、横筋状のムラの抑制がさらに効
果的となっている。また、図１８に示すように負荷がＬｑとなるタイミングを周期的にす
ることで、横筋状のムラの抑制を一層効果的なものとすることができる。
【００８１】
　さらに、本構成では、各画素に一水平期間期間分のプリチャージが行われるため、各画
素の充電率を高めることができる。なお、図１６・１７の形態では、各ダミー走査期間は
一水平走査期間に等しくしているがこれに限定されない。各ダミー走査期間を一水平走査
期間よりも短くしたり、長くしたりしてもよい。
【００８２】
　なお、本液晶表示装置では、走査信号線のグループ分けを図１９・２０のようにしても
よい。すなわち、最上流ブロックであるブロックＢ１に含まれる偶数番目の走査信号線１
２本（Ｇ２・Ｇ４・・・Ｇ２４）を先頭のグループＧｒ１とし、ブロックＢ１とその下流
側のブロックＢ２とに含まれる偶数番目の走査信号線２４本（Ｇ１・Ｇ３・・・Ｇ４７）
をグループＧｒ２とするとともに、２番目のブロックＢ２とその下流側のブロックＢ３と
に含まれる奇数番目の走査信号線２４本（Ｇ２６・Ｇ２８・・・Ｇ７２）をグループＧｒ
３とし、以降、ブロックＢｊ（ｊは３～４３の偶数）とその下流側のブロックＢ（ｊ＋１
）とに含まれる奇数番目の走査信号線２４本のグループ化、およびＢ（ｊ＋１）ブロック
とその下流側のブロックＢ（ｊ＋２）とに含まれる偶数番目の走査信号線２４本のグルー
プ化を繰り返してグループＧｒ４～Ｇ４５とし、最下流ブロックであるブロックＢ４５に
含まれる偶数番目の走査信号線１２本（Ｇ１０５７・Ｇ１０５９・・・Ｇ１０７９）を最
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終のグループＧｒ４６とする。そして、上流側のＧｒ１から順にＧｒ４６まで選択する。
【００８３】
　また、本液晶表示装置では、走査信号線のグループ分けを図２１・２２のようにしても
よい。すなわち、最上流ブロックであるブロックＢ１に含まれる奇数番目の走査信号線１
２本（Ｇ１・Ｇ３・・・Ｇ２３）を先頭のグループＧｒ１とし、該ブロックＢ１に含まれ
る偶数番目の走査信号線１２本（Ｇ２・Ｇ４・・・Ｇ２４）をグループＧｒ２とし、以降
、ブロックＢ２から最下流ブロックＢ４５まで、ブロックごとにまず奇数番目の走査信号
線１２本のグループ化して偶数番目の走査信号線１２本のグループ化し、グループＧｒ３
～Ｇｒ９０とする。そして、上流側のＧｒ１から順にＧｒ９０まで選択する。
【００８４】
　〔実施の形態２〕
　本実施の形態では、図２３・２４に示されるように、データ信号線をブロック反転駆動
しながら走査信号線を順次走査する。まず、表示部における走査信号線Ｇ１以降の部分を
、走査信号線に平行な８９本の境界で画される９０個のブロック（Ｂ１～Ｂ９０）に分け
て考える。各ブロックには連続する１２本の走査信号線が含まれ、例えば、最上流ブロッ
クであるブロックＢ１には走査信号線Ｇ１～Ｇ１２が含まれ、ブロックＢ２には走査信号
線Ｇ１３～Ｇ２４が含まれ、ブロックＢ３には走査信号線Ｇ２５～Ｇ３６が含まれ、最下
流ブロックであるブロックＢ９０には走査信号線Ｇ１０６９～Ｇ１０８０が含まれる。
【００８５】
　そして、最上流ブロックであるブロックＢ１に含まれる走査信号線１２本（Ｇ１・Ｇ２
・・・Ｇ１２）を先頭のグループＧｒ１とし、ブロックＢ１の下流側のブロックＢ２に含
まれる走査信号線１２本（Ｇ１３・Ｇ１４・・・Ｇ２４）をグループＧｒ２とし、以降、
各ブロックに含まれる走査信号線１２本を順にグループＧｒ３～Ｇｒ９０とし、Ｇｒ１か
ら順にＧｒ９０まで選択しつつ、選択したグループに属する走査信号線を順次水平走査す
るのに対応して順次同極性の信号電位をデータ信号線に供給する。さらに、図２３の極性
反転信号ＰＯＬに示されるように、前後して選択される前グループと後グループとでデー
タ信号線に供給する信号電位の極性（プラス・マイナス）を反転させる。
【００８６】
　具体的には、グループＧｒ１を選択してグループＧｒ１に属する走査信号線（Ｇ１・Ｇ
２・・・Ｇ１２）を順次水平走査するのに対応して、映像データ（Ｄ１・Ｄ２・・・Ｄ１
２）に対応するプラス極性の信号電位を順次データ信号線ＳＬ１に供給し、ついでグルー
プＧｒ２を選択してグループＧｒ２に属する走査信号線（Ｇ１３・Ｇ１４・・・Ｇ２４）
を順次水平走査するのに対応して、映像データ（Ｄ１３・Ｄ１４・・・Ｄ２４）に対応す
るマイナス極性の信号電位を順次データ信号線ＳＬ１に供給し、ついでグループＧｒ３を
選択してグループＧｒ３に属する走査信号線（Ｇ２５・Ｇ２６・・・Ｇ４８）を順次水平
走査するのに対応して、映像データ（Ｄ２５・Ｄ２６・・・Ｄ４８）に対応するプラス極
性の信号電位を順次データ信号線ＳＬ１に供給する。なお、データ信号線に１つの映像デ
ータに対応する信号電位を供給（出力）する期間を水平走査期間（Ｈ）とする。
【００８７】
　そして、第１ダミー走査期間に、後グループで１番目に水平走査する走査信号線をダミ
ー走査することにより、該走査信号線を所定期間アクティブとした後に非アクティブ化す
る。第１ダミー走査期間には、第１ダミーデータに対応し、後グループでの信号電位の極
性と同極性のダミー電位をデータ信号線に出力する。該第１ダミーデータは、上記走査信
号線（後グループ１番目の走査信号線）のダミー走査後直近の水平走査に対応する映像デ
ータと同一としている。さらに、第２ダミー走査期間に、後グループで２番目に水平走査
する走査信号線をダミー走査することにより、該走査信号線を所定期間アクティブとした
後に非アクティブ化する。第２ダミー走査期間には、第２ダミーデータに対応し、後グル
ープでの信号電位の極性と同極性のダミー電位をデータ信号線に供給する。該第２ダミー
データは、上記走査信号線（後グループ２番目の走査信号線）のダミー走査後直近の水平
走査に対応する映像データと同一としている。
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【００８８】
　ここでは、各水平走査期間における水平走査のタイミングと、各ダミー走査期間におけ
るダミー走査のタイミングとを一致させている。具体的には、水平走査期間の開始（信号
電位の出力開始）および終了（信号電位の出力終了）と、これに対応する水平走査の開始
（該信号電位の書き込み開始）および終了（該信号電位の書き込み終了）とを一致させる
とともに、ダミー走査期間の開始（ダミー電位の出力開始）および終了（ダミー電位の出
力終了）と、これに対応するダミー走査の開始（該ダミー電位の書き込み開始）および終
了（該ダミー電位の書き込み終了）とを一致させている。
【００８９】
　さらに、走査信号線Ｇ１～Ｇ１０８０に供給されるゲートパルスＧＰ１～ＧＰ１０８０
はそれぞれ、その幅が一水平走査期間（１Ｈ）に等しいパルスであり、各走査信号線は、
自段に対応する水平走査の開始と同時にアクティブ化し、ダミー走査される走査信号線（
後グループ１・２番目の走査信号線）も自段に対応するダミー走査の開始と同時にアクテ
ィブ化する。
【００９０】
　例えば、図２３・２５に示すように、グループＧｒ１での最後の水平走査（Ｇ１２の水
平走査）に対応する映像データＤ１２と、グループＧｒ２での最初の水平走査（Ｇ１３の
水平走査）に対応する映像データＤ１３との間に、第１ダミーデータＤａおよび第２ダミ
ーデータＤｂを挿入するとともに、グループＧｒ１での最後の水平走査に対応する水平走
査期間Ｈ１２とグループＧｒ２での最初の水平走査に対応する水平走査期間Ｈ１３との間
に、第１ダミー走査期間ＤＳ１および第２ダミー走査期間ＤＳ２を挿入する。
【００９１】
　ここでは、水平走査期間Ｈ１２の開始と同時に走査信号線Ｇ１２に供給されるゲートパ
ルスＧＰ１２がアクティブ化し、水平走査期間Ｈ１２の終了と同時にゲートパルスＧＰ１
２が非アクティブ化する。水平走査期間Ｈ１２には、映像データＤ１２（走査信号線Ｇ１
２に接続する画素に対応する映像データ）に対応し、グループＧｒ１での信号電位の極性
と同極性（プラス極性）の信号電位がデータ信号線ＳＬ１に供給される。
【００９２】
　ついで、第１ダミー走査期間ＤＳ１の開始と同時に、グループＧｒ２で１番目に水平走
査される走査信号線Ｇ１３に供給されるゲートパルスＧＰ１３がアクティブ化し、第１ダ
ミー走査期間ＤＳ１の終了と同時にゲートパルスＧＰ１３が非アクティブ化する。第１ダ
ミー走査期間ＤＳ１には、第１ダミーデータＤａに対応し、グループＧｒ２での信号電位
の極性と同極性（マイナス極性）のダミー電位がデータ信号線ＳＬ１に供給される。第１
ダミーデータＤａは、走査信号線Ｇ１３のダミー走査後直近の水平走査に対応する映像デ
ータＤ１３（次フレームのデータ）と同一としている。したがって、データ信号線ＳＬ１
に供給される電位ＶＳＬ１（図２５参照）に示されるように、第１ダミー走査期間ＤＳ１
に供給されるダミー電位と水平走査期間Ｈ１３に供給される信号電位とが等しくなってい
る。
【００９３】
　ついで、第２ダミー走査期間ＤＳ２の開始と同時に、グループＧｒ２で２番目に水平走
査される走査信号線Ｇ１４に供給されるゲートパルスＧＰ１４がアクティブ化し、第２ダ
ミー走査期間ＤＳ２の終了と同時にゲートパルスＧＰ１４が非アクティブ化する。第２ダ
ミー走査期間ＤＳ２には、第２ダミーデータＤｂに対応し、グループＧｒ２での信号電位
の極性と同極性（マイナス極性）のダミー電位がデータ信号線ＳＬ１に供給される。第２
ダミーデータＤｂは、走査信号線Ｇ１４のダミー走査後直近の水平走査に対応する映像デ
ータＤ１４（次フレームのデータ）と同一としている。したがって、データ信号線ＳＬ１
に供給される電位ＶＳＬ１（図２５参照）に示されるように、第２ダミー走査期間ＤＳ２
に供給されるダミー電位と水平走査期間Ｈ１４に供給される信号電位とが等しくなってい
る。
【００９４】
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　ついで、水平走査期間Ｈ１３の開始と同時に走査信号線Ｇ１３に供給されるゲートパル
スＧＰ１３がアクティブ化し、水平走査期間Ｈ１３の終了と同時にゲートパルスＧＰ１３
が非アクティブ化する。水平走査期間Ｈ１３には、映像データＤ１３（走査信号線Ｇ１３
に接続する画素に対応する映像データ）に対応し、グループＧｒ２での信号電位の極性と
同極性（マイナス極性）の信号電位がデータ信号線ＳＬ１に供給される。
【００９５】
　データ信号線をブロック反転駆動しながら走査信号線を順次走査する本形態では、各画
素への書き込み電位の極性分布が図２６のようになる。
【００９６】
　本液晶表示装置によれば、データ信号線をドット反転（１Ｈ反転）駆動させる場合と比
較して、ドライバの消費電力や発熱を抑制し、かつ画素充電率も高めることができる。ま
た、データ信号線に供給される信号電位の極性が反転した直後に、第１および第２ダミー
走査期間に亘って反転後の極性に等しいダミー電位をデータ信号線に供給するため、各ブ
ロックの１番目の走査信号線に接続する画素の充電率と、他の画素の充電率との差を小さ
くすることができる。これにより、ブロック反転駆動した場合に視認されるおそれのある
ブロック境界近傍の横筋状のムラを抑制することができる。
【００９７】
　そして注目すべきは、第１および第２ダミー走査期間それぞれにおいて１本の走査信号
線を所定期間アクティブとした後に非アクティブ化することで、各走査信号線の走査につ
いて、その走査前および走査開始時並びに走査中における走査信号線駆動回路の負荷状態
を揃えることができる点である。
【００９８】
　ここで、１本の走査信号線がアクティブ化すると同時にこれとは別の１本の走査信号線
が非アクティブ化するときの走査信号線駆動回路の負荷をＬｐ、１本の走査信号線がアク
ティブとなっているときの走査信号線駆動回路の負荷をＬｙとし、ブロックＢ１・Ｂ２境
界近傍に位置する走査信号線Ｇ２４・Ｇ２５・Ｇ２６それぞれの走査開始前および走査開
始時並びに走査中における走査信号線駆動回路の負荷状態を、図２７を用いて説明する。
【００９９】
　走査信号線Ｇ２４の走査開始前においては、１本の走査信号線Ｇ２３がアクティブとな
っているため走査信号線駆動回路の負荷はＬｙとなり、走査信号線Ｇ２４の走査開始時に
おいては、１本の走査信号線Ｇ２４がアクティブ化すると同時にこれとは別の１本の走査
信号線Ｇ２３が非アクティブ化するため走査信号線駆動回路の負荷はＬｐとなり、走査信
号線Ｇ２４の走査中においては、１本の走査信号線Ｇ２４がアクティブとなっているため
走査信号線駆動回路の負荷はＬｙとなる。
【０１００】
　走査信号線Ｇ２５の走査開始前においては、１本の走査信号線Ｇ２６がアクティブとな
っているため走査信号線駆動回路の負荷はＬｙとなり、走査信号線Ｇ２５の走査開始時に
おいては、１本の走査信号線Ｇ２５がアクティブ化すると同時にこれとは別の１本の走査
信号線Ｇ２６が非アクティブ化するため走査信号線駆動回路の負荷はＬｐとなり、走査信
号線Ｇ２５の走査中においては、１本の走査信号線Ｇ２５がアクティブとなっているため
走査信号線駆動回路の負荷はＬｙとなる。
【０１０１】
　走査信号線Ｇ２６の走査開始前においては、１本の走査信号線Ｇ２５がアクティブとな
っているため走査信号線駆動回路の負荷はＬｙとなり、走査信号線Ｇ２６の走査開始時に
おいては、１本の走査信号線Ｇ２６がアクティブ化すると同時にこれとは別の１本の走査
信号線Ｇ２５が非アクティブ化するため走査信号線駆動回路の負荷はＬｐとなり、走査信
号線Ｇ２６の走査中においては、１本の走査信号線Ｇ２６がアクティブとなっているため
走査信号線駆動回路の負荷はＬｙとなる。
【０１０２】
　このように、本液晶表示装置では、データ信号線の電位極性反転直後にダミー走査期間
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を挿入する場合において、水平走査期間における走査信号線駆動回路の負荷状態と、ダミ
ー走査期間における走査信号線駆動回路の負荷状態とを合わせ、各走査信号線の走査につ
いて、その走査前および走査開始時並びに走査中における走査信号線駆動回路の負荷状態
を揃えることができる。これにより、電位極性反転前後に水平走査される走査信号線に接
続する画素と他の画素との充電率の差をさらに低減し、ブロック境界近傍の横筋状のムラ
をさらに抑制することができる。
【０１０３】
　また、本液晶表示装置では走査信号線駆動回路の負荷が垂直走査期間中ほぼ常時Ｌｙに
保たれ、走査信号線駆動回路の負荷変動自体がほとんどないため、横筋状のムラの抑制が
より効果的となっている。また、図２７に示すように負荷がＬｐとなるタイミングを周期
的にすることで、横筋状のムラの抑制を一層効果的なものとすることができる。
【０１０４】
　なお、図２３～２５の形態では、各ダミー走査期間は一水平走査期間に等しくしている
がこれに限定されない。各ダミー走査期間を一水平走査期間よりも短くしたり、長くした
りしてもよい。
【０１０５】
　図２３～２５の形態では、第１ダミー走査期間に、後グループで１番目に水平走査する
走査信号線をダミー走査し、第２ダミー走査期間に、後グループで２番目に水平走査する
走査信号線をダミー走査しているが、これに限定されない。例えば、図２８に示すように
、第１ダミー走査期間に、後グループで１番目に水平走査する走査信号線をダミー走査す
ることにより、該走査信号線を所定期間アクティブとした後に非アクティブ化し、第２ダ
ミー走査期間に、同一の走査信号線を再度ダミー走査することにより、該走査信号線を所
定期間アクティブとした後に非アクティブ化してもよい。
【０１０６】
　また、図２３～２５の形態において、ゲートパルスＧＰ０～ＧＰ１０８１を、その幅が
一水平走査期間の２倍（２Ｈ）に等しいパルスとし、各走査信号線は自段に対応する水平
走査直前の水平走査あるいはダミー走査の開始に同期してアクティブ化され、自段に対応
する水平走査の終了に同期して非アクティブ化され、ダミー走査される各走査信号線も、
自段に対応するダミー水平走査直前の水平走査あるいはダミー水平走査の開始に同期して
アクティブ化され、自段に対応するダミー走査の終了に同期して非アクティブ化される構
成とすることもできる。この構成のおいても、各水平走査期間における水平走査のタイミ
ングと、各ダミー走査期間におけるダミー走査のタイミングとを一致させている。
【０１０７】
　この場合、図２９・３０に示すように、走査信号線Ｇ１２に供給されるゲートパルスＧ
Ｐ１２が、走査信号線Ｇ１２に対応する水平走査直前の水平走査の開始、すなわち水平走
査期間Ｈ１１の開始と同時にアクティブ化し、水平走査期間Ｈ１１および水平走査期間Ｈ
１２の２水平走査期間分アクティブとなって水平走査期間Ｈ１２の終了と同時に非アクテ
ィブ化する。水平走査期間Ｈ１１には、映像データＤ１１（走査信号線Ｇ１１に接続する
画素に対応する映像データ）に対応し、グループＧｒ１での信号電位の極性と同極性（プ
ラス極性）の信号電位がデータ信号線ＳＬ１に供給される。また、水平走査期間Ｈ１２に
は、映像データＤ１２（走査信号線Ｇ１２に接続する画素に対応する映像データ）に対応
し、グループＧｒ１での信号電位の極性と同極性（プラス極性）の信号電位がデータ信号
線ＳＬ１に供給される。すなわち、水平走査期間Ｈ１１でプリチャージが行われ、水平走
査期間Ｈ１２の水平走査で本チャージ（映像データＤ１２に対応するプラス極性の信号電
位の書き込み）が行われる。
【０１０８】
　また、走査信号線Ｇ１３に供給されるゲートパルスＧＰ１３が、そのダミー走査直前の
水平走査の開始、すなわち水平走査期間Ｈ１２の開始と同時にアクティブ化し、水平走査
期間Ｈ１２および第１ダミー走査期間ＤＳ１の２水平走査期間分アクティブとなって第１
ダミー走査期間ＤＳ１の終了と同時に非アクティブ化する。
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【０１０９】
　また、走査信号線Ｇ１４に供給されるゲートパルスＧＰ１４が、そのダミー走査直前の
ダミー走査の開始、すなわち第１ダミー走査期間ＤＳ１の開始と同時にアクティブ化し、
第１ダミー走査期間ＤＳ１および第２ダミー走査期間ＤＳ２の２水平走査期間分アクティ
ブとなって第２ダミー走査期間ＤＳ２の終了と同時に非アクティブ化する。
【０１１０】
　また、走査信号線Ｇ１３に供給されるゲートパルスＧＰ１３が、走査信号線Ｇ１３に対
応する水平走査直前のダミー走査の開始、すなわち第２ダミー走査期間ＤＳ２の開始と同
時にアクティブ化し、第２ダミー走査期間ＤＳ２および水平走査期間Ｈ１３の２水平走査
期間分アクティブとなって水平走査期間Ｈ２の終了と同時に非アクティブ化する。
【０１１１】
　第２ダミー走査期間ＤＳ２には、第２ダミーデータＤｂに対応し、グループＧｒ２での
信号電位の極性と同極性（マイナス極性）の信号電位がデータ信号線ＳＬ１に供給される
。水平走査期間Ｈ１３には、映像データＤ１３（走査信号線Ｇ１３に接続する画素に対応
する映像データ）に対応し、グループＧｒ２での信号電位の極性と同極性（プラス極性）
の信号電位がデータ信号線ＳＬ１に供給される。すなわち、ダミー走査期間ＤＳ２でプリ
チャージが行われ、水平走査期間Ｈ１３の水平走査で本チャージ（映像データＤ２に対応
するプラス極性の信号電位の書き込み）が行われる。
【０１１２】
　図２９・３０に示す形態でも、ここで、１本の走査信号線がアクティブの状態で、これ
とは別の１本の走査信号線がアクティブ化すると同時にさらに別の１本の走査信号線が非
アクティブ化するときの走査信号線駆動回路の負荷をＬｑ、１本の走査信号線とこれとは
別の１本の走査信号線とがアクティブになっているときの走査信号線駆動回路の負荷をＬ
ｚとすれば、図３１に示すように、水平走査期間における走査信号線駆動回路の負荷状態
と、ダミー走査期間における走査信号線駆動回路の負荷状態とを合わせ、各走査信号線の
走査について、その走査前および走査中における走査信号線駆動回路の負荷状態を揃える
ことができる。これにより、電位極性反転前後に水平走査される走査信号線に接続する画
素と他の画素との充電率の差をさらに低減し、ブロック境界近傍の横筋状のムラをさらに
抑制することができる。
【０１１３】
　また、本形態でも走査信号線駆動回路の負荷が垂直走査期間中ほぼ常時Ｌｙに保たれ、
走査信号線駆動回路の負荷変動自体がほとんどないため、横筋状のムラの抑制がより効果
的となっている。また、図３１に示すように負荷がＬｑとなるタイミングを周期的にする
ことで、横筋状のムラの抑制を一層効果的なものとすることができる。さらに、本構成で
は、各画素に一水平期間期間分のプリチャージが行われるため、各画素の充電率を高める
ことができる。なお、図２９・３０の形態では、各ダミー走査期間は一水平走査期間に等
しくしているがこれに限定されない。各ダミー走査期間を一水平走査期間よりも短くした
り、長くしたりしてもよい。
【０１１４】
　図３３は、本液晶表示装置の構成を示すブロック図である。同図に示されるように、本
液晶表示装置は、表示部（液晶パネル）と、ソースドライバと、ゲートドライバと、バッ
クライトと、バックライト駆動回路と、表示制御回路とを備えている。ソースドライバは
データ信号線を駆動し、ゲートドライバは走査信号線を駆動し、表示制御回路は、ソース
ドライバ、ゲートドライバおよびバックライト駆動回路を制御する。
【０１１５】
　表示制御回路は、外部の信号源（例えばチューナ）から、表示すべき画像を表すデジタ
ルビデオ信号Ｄｖと、当該デジタルビデオ信号Ｄｖに対応する水平同期信号ＨＳＹおよび
垂直同期信号ＶＳＹと、表示動作を制御するための制御信号Ｄｃとを受け取る。また、表
示制御回路は、受け取ったこれらの信号Ｄｖ，ＨＳＹ，ＶＳＹ，Ｄｃに基づき、そのデジ
タルビデオ信号Ｄｖの表す画像を表示部に表示させるための信号として、データスタート
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パルス信号ＳＳＰと、データクロック信号ＳＣＫと、表示すべき画像を表すデジタル画像
信号ＤＡ（ビデオ信号Ｄｖに対応する信号）と、ゲートスタートパルス信号ＧＳＰと、ゲ
ートクロック信号ＧＣＫと、ゲートドライバ出力制御信号（走査信号出力制御信号）ＧＯ
Ｅと、データ信号線に供給する信号電位の極性を制御する極性反転信号ＰＯＬとを生成し
、これらを出力する。
【０１１６】
　より詳しくは、ビデオ信号Ｄｖを内部メモリで必要に応じてタイミング調整等を行った
後に、デジタル画像信号ＤＡとして表示制御回路から出力し、そのデジタル画像信号ＤＡ
の表す画像の各画素に対応するパルスからなる信号としてデータクロック信号ＳＣＫを生
成し、水平同期信号ＨＳＹに基づき１水平走査期間毎に所定期間だけハイレベル（Ｈレベ
ル）となる信号としてデータスタートパルス信号ＳＳＰを生成し、垂直同期信号ＶＳＹに
基づき１フレーム期間（１垂直走査期間）毎に所定期間だけＨレベルとなる信号としてゲ
ートスタートパルス信号ＧＳＰを生成し、水平同期信号ＨＳＹに基づきゲートクロック信
号ＧＣＫを生成し、水平同期信号ＨＳＹおよび制御信号Ｄｃに基づきゲートドライバ出力
制御信号ＧＯＥを生成する。
【０１１７】
　上記のようにして表示制御回路において生成された信号のうち、デジタル画像信号ＤＡ
、極性反転信号ＰＯＬ、データスタートパルス信号ＳＳＰ、およびデータクロック信号Ｓ
ＣＫは、ソースドライバに入力され、ゲートスタートパルス信号ＧＳＰとゲートクロック
信号ＧＣＫとゲートドライバ出力制御信号ＧＯＥとは、ゲートドライバに入力される。
【０１１８】
　ソースドライバは、デジタル画像信号ＤＡ、データクロック信号ＳＣＫ、データスター
トパルス信号ＳＳＰ、および極性反転信号ＰＯＬに基づき、デジタル画像信号ＤＡの表す
画像の各走査信号線における画素値に相当するアナログ電位としてのデータ信号を１水平
走査期間毎に順次生成し、これらのデータ信号をデータ信号線（ＳＬ１・ＳＬ２）に出力
する。
【０１１９】
　ゲートドライバは、ゲートスタートパルス信号ＧＳＰおよびゲートクロック信号ＧＣＫ
と、ゲートドライバ出力制御信号ＧＯＥとに基づき、走査信号を生成し、これらを走査信
号線に出力し、これによって走査信号線を選択的に駆動する。
【０１２０】
　上記のようにソースドライバおよびゲートドライバにより表示部（液晶パネル）のデー
タ信号線および走査信号線が駆動されることで、選択された走査信号線に接続されたＴＦ
Ｔを介して、データ信号線から画素電極に信号電位が書き込まれる。これにより各画素の
液晶層にデジタル画像信号ＤＡに応じた電圧が印加され、その電圧印加によってバックラ
イトからの光の透過量が制御され、デジタルビデオ信号Ｄｖの示す画像が画素に表示され
る。
【０１２１】
　液晶表示装置８００でテレビジョン放送に基づく画像を表示する場合には、図３４に示
すように、液晶表示装置８００にチューナ部９０が接続され、これによって本テレビジョ
ン受像機６０１が構成される。このチューナ部９０は、アンテナ（不図示）で受信した受
信波（高周波信号）の中から受信すべきチャンネルの信号を抜き出して中間周波信号に変
換し、この中間周波数信号を検波することによってテレビジョン信号としての複合カラー
映像信号Ｓｃｖを取り出す。この複合カラー映像信号Ｓｃｖは、既述のように液晶表示装
置８００に入力され、この複合カラー映像信号Ｓｃｖに基づく画像が該液晶表示装置８０
０によって表示される。
【０１２２】
　本願でいう電位の極性とは、その電位が基準となる電位以上なのか以下なのかを示すも
のであり、プラス極性の電位とは基準となる電位以上の電位を、マイナス極性とは基準と
なる電位以下の電位を意味する。ここで、基準となる電位は、共通電極（対向電極）の電
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【０１２３】
　本発明は上述した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の
変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて
得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１２４】
　本発明の液晶表示装置は、例えば液晶テレビに好適である。
【符号の説明】
【０１２５】
　Ｇ１～Ｇ１０８０　走査信号線
　Ｇｒ１～Ｇｒ４６　グループ
　Ｂ１～Ｇ４５　ブロック
　Ｐ１～Ｐ１０８０　画素
　Ｄ１～Ｄ１０８０　映像データ
　Ｄａ・Ｄｂ・Ｄｃ・Ｄｄ　ダミーデータ
　Ｈ１～Ｈ１０８０　水平走査期間
　ＤＳ１　第１ダミー走査期間
　ＤＳ２　第２ダミー走査期間
　ＳＬ１　ＳＬ２　データ信号線
　ＰＬ１　ＰＬ２　画素列
　６０１　テレビジョン受像機
　８００　液晶表示装置

【図１】 【図２】



(24) JP 5718390 B2 2015.5.13

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(25) JP 5718390 B2 2015.5.13

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(26) JP 5718390 B2 2015.5.13

【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】



(27) JP 5718390 B2 2015.5.13

【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】



(28) JP 5718390 B2 2015.5.13

【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】



(29) JP 5718390 B2 2015.5.13

【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】



(30) JP 5718390 B2 2015.5.13

【図２７】 【図２８】

【図２９】 【図３０】



(31) JP 5718390 B2 2015.5.13

【図３１】 【図３２】

【図３３】

【図３４】

【図３５】



(32) JP 5718390 B2 2015.5.13

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ    3/20     ６２２Ｃ        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ    3/20     ６２３Ｕ        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ    3/20     ６１１Ａ        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ    1/133    ５０５　        　　　　　
   　　　　                                Ｈ０４Ｎ    5/66     １０２Ｂ        　　　　　

(56)参考文献  特開２００６－００３８７７（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２００８／１３９６９３（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開２００１－０５１２５２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－３５２９３８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－１０７７３３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－０８６７４４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－０１８２９９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０９Ｇ　　　３／３６　　　　
              Ｇ０２Ｆ　　　１／１３３　　　
              Ｇ０９Ｇ　　　３／２０　　　　
              Ｈ０４Ｎ　　　５／６６　　　　



专利名称(译) 液晶表示装置

公开(公告)号 JP5718390B2 公开(公告)日 2015-05-13

申请号 JP2013029387 申请日 2013-02-18

[标]申请(专利权)人(译) 夏普株式会社

申请(专利权)人(译) 夏普公司

当前申请(专利权)人(译) 夏普公司

[标]发明人 下敷領文一
川端雅江

发明人 下敷領 文一
川端 雅江

IPC分类号 G09G3/36 G09G3/20 G02F1/133 H04N5/66

FI分类号 G09G3/36 G09G3/20.642.B G09G3/20.622.M G09G3/20.621.B G09G3/20.622.D G09G3/20.622.C 
G09G3/20.623.U G09G3/20.611.A G02F1/133.505 H04N5/66.102.B

F-TERM分类号 2H193/ZA02 2H193/ZC03 2H193/ZC14 2H193/ZC21 5C006/AA01 5C006/AC22 5C006/AC24 5C006
/AC26 5C006/BB16 5C006/BC22 5C006/FA22 5C006/FA47 5C058/AA06 5C058/BA02 5C058/BA06 
5C058/BA09 5C058/BA26 5C058/BA35 5C080/AA10 5C080/BB06 5C080/DD05 5C080/DD10 5C080
/DD26 5C080/EE19 5C080/GG08 5C080/JJ02 5C080/JJ03 5C080/JJ04 5C080/KK43

优先权 2008301289 2008-11-26 JP

其他公开文献 JP2013148907A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

本发明提供一种液晶显示装置，其包括显示单元，该显示单元具有被分
成多个组（Gr1，Gr2，...）的扫描信号线，所述扫描信号线被连续选
择。当属于所选组的扫描信号线被水平连续扫描时，相同极性的信号电
位被连续地提供给数据信号线。信号电位的极性在连续选择的在前组和
后续组之间反转。在对应于前一组中的最后一个水平扫描的水平扫描周
期和对应于后一个中的第一水平扫描的水平扫描周期之间插入多个（n）
虚拟扫描周期（周期Da，Db，...）。组。在每个虚拟扫描周期中，属于
在前一组之后选择的组的一条扫描信号线经受虚拟扫描，使得扫描信号
线保持在激活状态达预定时间段然后停用，因此至于对准扫描信号线驱
动电路的负载状态。当数据信号线经受块反向驱动时，这可以减少水平
条纹的不规则性。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/be1d96f2-7667-485d-9938-0cb730ea4754
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/042225565/publication/JP5718390B2?q=JP5718390B2

